
２

特
定
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
等
対
象
特
化
物
の
濃
度
の
測
定
は
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
物
の
種
類
に

応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
試
料
採
取
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
試
料
採

取
方
法
及
び
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
分
析
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
分
析
方
法
に
よ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
の
測
定
）

第
十
条
の
三

第
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
安
衛
則
第
四
十
二
条
の
五
第
三
号
に
定
め
る
と
き
に
お
け
る
特

化
則
第
三
十
八
条
の
二
十
一
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
空
気
中
の
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
の
測
定
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
の
二
第
一
項
柱
書
中
「
第
一
号
又
は
第
二
号
に
定
め
る
と

き
（
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
又
は
第
五
項
柱
書
に
規
定
す
る
場
合
に
限
る
。）」
と
あ
る

の
は
「
第
三
号
に
定
め
る
と
き
」
と
、「
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
又
は
同
条
第
五
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
空
気
中
の
土
石
、
岩
石
、
鉱
物
、
金
属
又
は
炭
素
の
粉
じ
ん
の
濃
度
の
測
定
（
同
条
第
四

項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
測
定
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
「
特
化
則
第
三
十
八
条
の
二
十
一
第
二
項

又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
空
気
中
の
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
の
測
定
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
粉
じ
ん
則
第

二
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
の
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
所
に
お
い
て
作
業
」
と
あ
る
の
は
「
特

化
則
第
二
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
金
属
ア
ー
ク
溶
接
等
作
業
」
と
、
同
号
及
び
同
項
第
二
号
中
「
粉
じ
ん

の
」
と
あ
る
の
は
「
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

２

前
項
の
測
定
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
二
条
第
二
項
の
要
件
に
該
当
す
る
分
粒
装
置
を
用
い
る
ろ
過
捕
集
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能

を
有
す
る
試
料
採
取
方
法

二

吸
光
光
度
分
析
方
法
若
し
く
は
原
子
吸
光
分
析
方
法
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
分
析
方

法
（
石
綿
の
濃
度
の
測
定
）

（
石
綿
の
濃
度
の
測
定
）

第
十
条
の
四

（
略
）

第
十
条
の
二

（
略
）

（
鉛
の
濃
度
の
測
定
）

（
鉛
の
濃
度
の
測
定
）

第
十
一
条

令
第
二
十
一
条
第
八
号
の
屋
内
作
業
場
に
お
け
る
鉛
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第

三
十
七
号
。
以
下
「
鉛
則
」
と
い
う
。）第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
空
気
中
の
鉛
の
濃
度
の
測
定
及
び

安
衛
則
第
四
十
二
条
の
六
に
規
定
す
る
と
き
（
鉛
則
第
五
十
二
条
の
三
第
二
項
又
は
第
五
十
二
条
の
三
の
二
第

三
項
に
規
定
す
る
と
き
に
限
る
。）に
お
け
る
鉛
則
第
五
十
二
条
の
三
第
二
項
又
は
第
五
十
二
条
の
三
の
二
第
三

項
の
規
定
に
よ
る
当
該
濃
度
の
測
定
は
、
ろ
過
捕
集
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
試
料
採
取

方
法
及
び
吸
光
光
度
分
析
方
法
、
原
子
吸
光
分
析
方
法
若
し
く
は
誘
導
結
合
プ
ラ
ズ
マ
質
量
分
析
方
法
又
は
こ

れ
ら
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
分
析
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条

令
第
二
十
一
条
第
八
号
の
屋
内
作
業
場
に
お
け
る
空
気
中
の
鉛
の
濃
度
の
測
定
は
、
ろ
過
捕
集
方
法

又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
試
料
採
取
方
法
及
び
吸
光
光
度
分
析
方
法
、
原
子
吸
光
分
析
方
法
若

し
く
は
誘
導
結
合
プ
ラ
ズ
マ
質
量
分
析
方
法
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
分
析
方
法
に
よ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
十
一
条
の
二

第
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
安
衛
則
第
四
十
二
条
の
五
第
一
号
又
は
第
二
号
に
定
め
る
と

き
（
鉛
則
第
五
十
二
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
又
は
第
五
項
柱
書
に
規
定
す
る
場
合
に
限
る
。）に
お
け
る
鉛
則

第
五
十
二
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
又
は
同
条
第
五
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
空
気
中
の
鉛
の
濃
度
の
測
定

（
同
条
第
四
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
測
定
に
限
る
。）に
つ
い
て
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
二
条
の
二
第
一
項
柱
書
中
「
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
又
は
第
五
項
柱
書
」
と
あ
る
の

は
「
鉛
則
第
五
十
二
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
又
は
第
五
項
柱
書
」
と
、「
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
の
三
の
二
第

四
項
第
一
号
又
は
同
条
第
五
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
空
気
中
の
土
石
、
岩
石
、
鉱
物
、
金
属
又
は
炭
素
の
粉

（
新
設
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 


		2026-08-20T14:37:42+0900
	C＝JP,O＝Cabinet Office,CN＝Cabinet Office
	NationalPrintingBerau
	内閣府より署名済み


	



